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どうしても五輪の話しないといかん？

古川モトイ




　東京五輪の開会式がやっている最中にこの文章を書いているのですが、実は私、インターネットに繋がりっぱなしの類の人間でございまして、Twitterのみならず、各種SNSへの依存度が高いのです。今回の五輪に関しては開催地がイスタンブールではなくなった時点で私は負の関心しか抱かなくなった側の人間でございまして、東京五輪は見ない！と誰も損も得もしない目標を掲げるに至っております。ぶっちゃけテレビさえ見なければ五輪の情報など対して入ってこないだろうと高をくくっておりましたが、どうもこうも、あらゆる方面から入ってまいります。すでに全く見ていないのにイマジンが歌われた、橋本聖子が泣いたなどと聞き及んでおりまして、自身の情報統制の甘さとともに世間の五輪への関心の高さに驚くばかりでございます。これが、オリンピック～パラリンピックと二か月強続くとはいやはや面倒な目標を立てたものだなと。我ながらうんざりしております。さて、ちんけな私が五輪に何か影響を与える可能性があるなどとこれっぽっちも思ってはおりませんが、私自身はしっかり影響を受けております。それはズバリ、緊急事態宣言が明けても危なっかしくて東京に立ち寄れないという問題でございます。東京にご在住の皆様には主に交通渋滞で影響が出ているようで、庶民の私の感覚ではバッハ会長以外に誰が得をするのかさっぱりわからないのですが、現実として東京五輪はそこにあられます。その真実から目を背けるのにも一苦労といった感じでございます。

　北極大陸で政治批判はいまいちピンとこないので視点を少しずらしてみましょう。今回の東京五輪の一つの見どころは辞任した関係者の数の多さです。辞任した関係者だけ集めてもラグビーの試合ができるぐらいいるのではないでしょうか。仮に今回の東京五輪開催までに運営から追放されたor辞任した人々を「ヤメリン（輪）」と呼ぶことにしてヤメリンの皆様の顔を順番に思い浮かべてまいりましょう。北極大陸はゴシップではないので特に個人名を出したりはいたしませんが、今この記事を読まれている皆様の瞼の裏には綺羅星の如き面々が浮かんでは消え、浮かんでは消えしているのではないでしょうか。様々な問題は抱えておられるのかもしれませんが一様にスキルフルな方々であることは間違いございません。是非、事態が落ち着いた暁にはヤメリンの皆様の改めてのご活躍に期待しつつ、その折は是非ZOOMなどご利用いただけるとよろしいかと存じます。



男と女の距離（ディスタンス）

弾射音




７




　若い女も、たまにはいいものだ。男は自分自身が決して若くないわけではないことを自覚せずに、そんなことを常日頃思っている。

　妻と出会ったころは、確かに彼女は若かった。二十代半ばだった。対する俺はもうすぐ三十歳だった。三十代に手が届きそうであることで、自分を若くないと思っていたのだろうか。わずか五歳足らずの年齢のギャップで、後に妻となる女をずいぶん若いと錯覚していたのだ。そして、今なお妻との年齢差は五年足らず。言うまでもないほど馬鹿馬鹿しいが、これで常に妻を若い女だと思い込んでいる。しかし、一般社会を見ると、相対的に妻はもう若くはない年齢だ。そして、愛人ももう三十代半ば。

　男は秘書を雇う際に、見た目の良さと若さを意図的に重要視したのだった。結果的に、今俺の秘書をやっている女は二十代半ば。とはいえ、秘書になるための勉強をしたことがあり、実務経験もあるので、決して無能ではない。むしろ、テキパキと業務をこなしており、何かと重宝している。妻が俺の女性関係を疑うなら、まずはこの秘書を疑うべきだろう。しかし、今のところは俺はこの秘書に手を出してはいない。それでも、そうなる可能性は十分にある。何しろ、俺は自分の若々しさを保つための努力を惜しんでいないからだ。精神的にも、肉体的にも、見た目にも、まだ二十代後半と言ってもおかしくないほどの若さを保っている。

　俺が言い寄ったら、彼女は俺を受け入れるだろうか。それとも生理的拒否感を示すだろうか。何も、立場上の有利さを駆使するつもりはない。俺はセクハラもパワハラも嫌いだ。彼女が本当に自分を受け入れる気がなければ、俺は手を出さないだろう。だが、毎日のようにタイトなミニスカートを身につけて出社しているのは、いったいどんな心づもりなのだろうか。まだ二十代半ばだが、男を、俺を誘惑しようとする気概を持っているのだろうか。

　試しに、その気配を漂わせてはどうだろうか。男は開発部が完成させた音声認識のスマホアプリを検証しながら考えた。本当は、社長と秘書の不倫関係という、どうしようもなくありきたりな関係は避けたいと思っている。しかし、開発部にいた若い女性ＳＥは、男だけの職場に嫌気がさして転職してしまっていた。今社内で俺が手を出せる女は、あの秘書しかいないのだ。もちろん、あの愛人と手を切るつもりはさらさらない。だが、愛人が一人だけという先入観は、払拭すべきではないだろうか。

　そういえば、このあいだのバレンタインデーで、秘書は俺にだけ高級なチョコレートのアソートをくれた。来月のホワイトデーには俺は社内の女性社員全員にクッキーを配る予定だが、秘書にだけ特別なプレゼントをするというのはどうだろうか。もちろんうれしがるだろうが、その奥に隠されたサインに、彼女は気づくだろうか。見た目だけでは、男性経験が豊富かどうかは分からない。その点では、俺は手探りで進むほかはないのだ。今ボーイフレンドがいるかどうかも知らないのだ。だが、たとえいたところでなんの障害にもならない。

　妄想はこのくらいにしよう。男は気を引き締めなおしてアプリ開発用のスマホのディスプレイに集中した。そのとき、個人用のスマホが着信音を奏ではじめる。男は開発用のスマホを机の上に置き、代わりにプライベートのスマホを手に取った。

　愛人からだった。システム開発の進捗状況を説明したいので、一度会いたいんだけど。いいよ。なんなら今からでもそっちへ行こうか。いいえ、その必要はない。メールで圧縮ファイルを送るわ。そちらのパソコンで走らせてみてくれる？ いいが、今日は会うつもりはないのか。どちらでもいい。その気があるなら。今夜の八時にこっちへ来てくれる？ いつものバーでお話ししましょう。そのあとはホテルのベッドの上か。男はそれを口には出さなかった。当たり前すぎて、言うほどのことでもなかったからだ。

　ふと考える。俺がもう一人愛人を作ったら、こいつは激怒するだろうか。嫉妬深い女ではないが、自分の立場を脅かされたと思うかもしれない。できる限り秘密にすべきだろうが、たとえバレても、あまり醜態はさらしたくない。堂々と権利を主張するつもりだ。

　秘書を愛人にするのは、決して簡単なことではないだろう。社員たちから隠し通すには、今の愛人以上に周到でなければならないだろう。うちの男性社員の中には、俺の秘書を狙っている者も少なからずいる。そういった奴になびいてしまって、障壁になるかもしれない。もちろん、そのときには難癖をつけてクビにするだけだ。いくらでも難癖をつけることができる。特に開発部のＳＥには、ルーチンの不備やバグを必要以上に問題視すればいい。社長が社員の生殺与奪の権を把握しないでどうする？ 人でなしか？ ワンマンすぎるか？ カリスマ社長というのは、えてしてそんなものなのだ。

　ふと、外出したくなる。男は開発用のスマホのスイッチを切り、立ち上がってジャケットを羽織って、社長室のドアを開いて出ていった。

　あ、社長、お出かけですか。秘書が彼の顔を見て途端に笑顔になる。ああ、ちょっとね。あまり部屋に閉じこもっていると息が詰まる。少しぐらい、スケジュールにないことをしてもいいだろう？ もちろん。午後の会議に間に合うようにお帰りください。分かってるよ。男はにこやかに微笑み返して秘書室をあとにした。そのとき、秘書の胸元からほんの少し谷間が覗いていることに気づいた。

　この女は落とせる。男は確信した。




〈続く〉


野毛者（のけもの）艶歌

笛地静恵

（その２）
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　健狼（たけろう）の厚い舌が口の中に入ってきた。犬治（けんじ）はその舌を無心に啜った。

犬治たち毛者（けもの）は、人間とは異なり、みんな人工の子宮から生まれてくる。伝説の母なるものの記憶はない。が、これは哺乳動物の赤子が、母の乳首を吸う、あの授乳という行為なのだろうか。遠い懐かしい記憶があるような気がする。

無心になった。舌に舌をからめた。

　やがて健狼の布団に寝かされていた。先輩の力を借りないと隣の部屋まで歩けないほどに酔っていた。ふらふらする。部屋が回転していた。

白い敷布が、ぱりっと乾燥している。

借り物の下着を脱がされた。

もっと口吻してほしい。始めといて、ほったらかしにされるのは嫌だった。責任を取ってほしい。さびしいではないか。最後まで行くべきだ。

口に出さなくとも、健狼はそうしてくれた。

犬治の全身を、健狼の大きな手が撫でていく。手の甲に剛毛が生えている。犬治の胴体の半分を覆い隠す大きさがある。先輩の指も、羅麺（らあめん）屋の仕事で荒れている。わずかに、犬治の体毛の淡い肌にひっかかる。それが、微妙な刺激になる。

手が、ゆっくりと下腹部に降りて行った。

健狼は、けして焦らない。犬治の硬さと長さと太さを計られている。小さいと思われているだろうか。恥ずかしい。彼の親指にも負けるだろう。

でも、先輩に優しくされているうちに、犬治なりに、たくましく育っていく。自分でもわかった。

「大きくなるな」

　これは、褒められているのだろうか。

先輩のものを、自分の手で確認した。やはり大きい。五本指で亀頭を包めるかどうかだった。讃嘆の意味をこめた。ゆっくりと手の指を動かした。ざらざらした舌で、全身の皮膚を舐められていた。

犬治も、先輩の黒い胸毛の中に埋もれた桃色の乳首を、舌で掻き出して吸っていた。汗の塩味がした。

健狼は、犬治の体重を問題にしない。胴体の上に完全に乗っている。呼吸の困難を覚えることもない。腹部が呼吸に呼応して緩やかに上下する。大船に乗っている。呼吸の波に揺られる。眠たくなる。

目を閉じたままだった。少し眠ったのだろうか。いつのまにか、犬治のあれが、濡れて柔らかにものに包まれている。それが動いている。気持ちがよすぎる。自分の手の比ではない。塵紙（ちりがみ）の、あのごわごわと固い無機物の拒否がない。有機物の感触だ。なんだろう。不思議だ。手をのばした。

固く大きな丸い物体が股間に載っている。頭蓋骨だろうか。びっくりした。腰を引こうと思った。が、あそこが、根元まで温かいものに挟まれている。動けない。骨には耳があった。生きている。薄く目を開いた。先輩の頭だ。びっくりした。いつのまにか上下が入れ替わっていたのだ。

いやいやをするように、頭部を左右に振った。

「いやか」

そんなことはない。だが、そこは、小便を出すところだ。汚れている。清潔好きな先輩が、こんなことをする場所ではない。

「汚いですよ」

それだけを声に出した。

「やめてほしいか」

咥えたままの大きな口が笑った。声の振動が直接に響いた。舌であれの裏側をはじかれた。やめてほしくなどない。

「お前を食べてやる」

「食べてください」

先輩の頭を両手で抱くようにした。そこまでしたいのならば、すればよい。

健狼先輩の動きが、さらに激しさを増した。二つの呼吸が、闇の底で絡まり合う。堪らない。腰が動いた。

犬治（けんじ）の意志は言葉にしなくとも、下半身にいる健狼（たけろう）先輩に明確に伝わっている。

何をどうしてほしいのか。はっきりとわかっている。

こんなに簡単に、他者を信じるなんて。自分もちょろいな。一瞬の疑惑の雲が犬治の脳裏を過る。鋭い前歯が急所を噛み切る。それで、命はない。だが、快楽の欲望が、自分の信条というわけのわからないものを、軽く凌駕した。

先輩の唇が熱い。上下に肉棒を激しく摩擦された。

犬治は絶頂へ上り詰めていった。

「あ、出そう」

「いい、口に出せ」

そうした。止めたくなかった。止められなかった。

二度、三度。

発射した。

犬治の最近の私生活は、羅麺（らあめん）屋の仕事で疲れ切っている。下宿に帰ると寝るだけだ。それ以外は、何もできない。あれすらも、しばらくご無沙汰だった。しばらく出していない。さぞかし精液が、溜まっていたことだろう。

迸った。

先輩の口が、それを受け止める。

ごくり。

ごくり。

ごくり。

飲んでいる。咽喉が動いた。

「おいしかったぜ。密度が濃い」

下の青い闇から先輩の声がした。瞳が金色に光っている。

ほめられたのだ。素直にうれしかった。

学校でも、個児院でも、みなが犬治をいじめた。本ばかり読んでいた。先生も犬治を無視した。ほめられた記憶がなかった。

「今度は、俺の番だ」

犬治の口に健狼の固い物が触れた。

初めてなのに、何をするかが、明確にわかった。同じ雄だ。どうすれば、快感を得られるかはわかっている。された通りに、お返しをすればいいのだ。陰毛が濃い。臍穴まで生えている。一本一本が太くて固い。黒い鉄線のようだ。犬治の頬を刺してくる。指で茂みをかき分けた。

犬治はすべてを一度に咥えようとした。しかし、大きすぎた。健狼は、すでに完全に近い状態にまで勃起していた。

亀頭の部分を口に入れる。人絹のような滑らかな皮膚の感触が唇に当たる。そこだけでせいぜいだ。限界だ。入らない。残念だ。でも、できることをしよう。そう思った。

先輩は、犬治の仕事をていねいだと褒めた。だから、手を抜かずにていねいにやる。やるときにはやるのだ。

「舌の回し方が、うまいぞ」

褒められた。先輩の真似をしているだけだ。

全体を吸った。何度も舌を回した。

「ううむ」

先輩がうめいた。

「そうだ。上手だ」

また褒められた。うれしくなった。

舌と口に力を入れた。幹に舌を這わせた。毛の中の睾丸も舐めた。同じ雄の器官だ。体感で分かっている。安心感がある。

根元から、ゆっくりと上を目指した。太い血管が幹を這い上っている。

けして手を抜かない。溝の部分は、特に時間をかけた。裏筋の複雑に肉襞が集まる。ていねいに。ていねいに。

ついに先輩が声を出した。先端から汁が滲み出る。犬治は、人魚たちの水槽を横目でちらりと見た。ゆとりが出てきた。呼吸と口の活動の双方を、同時に無理なくできるようになった。

ようやく先輩の塔の頂上に戻った。穴に舌を入れる。また啜っていった。しゃぶっていった。口の周りの筋肉が、疲労してきた。痛い。しかし、やめない。くらいついていった。

長い時間が経過する。夢中になっていた。

「気持ちがいい。少し動くぞ」

宣言の通りに、先輩の腰が動き始めた。

それからは、激しかった。情熱的だった。一途に燃え上った。衝動のすべてを受け止めた。

ついに人汁（ひとじる）よりも濃厚でうまい獣汁（けものじる）にありついた。先輩の体内の甕で醸造された美酒だった。

うまかった。精液は血から作られる。先輩の血を飲んだのだ。最高のご褒美だった。

「お前は、やさしい奴だな」

先輩が頭を撫でてくれた。

たがいの精液の臭いのする口で口吻を交わした。

風呂に入った。

先輩の背中を流した。広くて大きい。上から下まで。特に疲れの溜まる腰の辺りは、力をこめてこすった。羅麺屋という戦場の疲れをもみほぐす。

健狼の厚い肩に片手を乗せる。犬治は自分の体重を支えた。力が入る。

「これは、気持ちがいい」

先輩が喜んでくれた。立ち上がってもらった。毛深い両足を洗った。

「こっちを向いて」

前も洗う。まず座ったままで、素敵なあれに、表敬訪問の口吻をする。さっき出したばかりなのに、元気に跳ねている。ふぐりが大きい。重く垂れている。さぞかし大量の精液を溜めているのに違いなかった。全部、飲みたい。唾が沸いた。飲み込んだ。毛ごと洗髪した。

それから、犬治は自分も立ち上がった。先輩のからだのすべてに手を届かすためだ。肩から胸、下腹部へと丁寧に洗っていた。筋肉の弾力と胴体の厚みを支える骨格の強靭さが手に伝わる。

健狼にも同じようにしてくれた。

そして、雄のからだは、こんなことができるのだ。初めてを体験した。手取り足取り教えてくれた。痛みはあった。が、そこはじっと我慢した。親方の拳骨ほど冷たくない。怒りではない。体温のぬくもりがあった。

熱いものをからだの芯で感じた。

犬治は喜びを声に出して叫んだ。遠慮はいらないという。この付近には他の獣家（じゅうや）はない。先輩の言葉だ。信じた。この世界には、二頭だけしかいない。

遠吠えをした。




〈つづく〉


RAPID LIONについて

murbo




murbo

　以前にも描いたが納得いかないので描き直したもの。ライオン過ぎたし、人らしさが消えなかった。今回もかなり人なんだけど機械の部分を明確にしたかったし、悪魔の要素も入れたかった。悪魔は怖いぞ！ではなくて謎めいたものとか人から見て不安なもの。腰がほぼ棒なこととか、腕などにやたら目玉があるとか。髪の毛はライオンの立て髪みたいだったものを描きやすくするためにまとめてホースみたいにしました。キングゲイナーですね。見たことないけど。

登場予定だった自主制作アニメではほとんど動かない予定だったので、制作を断念したとはいえ、そのシーンを描けば良かったな。そのうち描くよ。



　第35号に設定を掲載している。すっかり忘れている設定もある。修正しつつ再度公開。

　地獄の怪人は任意の扉からしか地上に出てこれないのにRAPID LIONは扉がなくても地上に出てこられる。ちょっと強い怪人。

　地上では人への変身能力も持つ。胸に埋め込まれた三角の石によって三つの能力に特化したフォームに変身する。

　それぞれ、三角を中心にして放射状にそれぞれの色が変化する。色が変わるだけで形の変化はない。

　地獄の扉のセンチネルが消滅させられた後に登場する。



　白いWHITE BASE、人型からRAPID LIONへ変身する基本形態。これからフォームチェンジしてBLUE THUNDER、電気を自由に操作する。雷から槍を生成する。RED STORMが気体を動かす力を持つ。地獄に用意した長刀を二本持ち、地上のどこからでも取り出すことができる。たぶん聴覚が過敏とかでしょう。GOLD OF DESTROYが金色でハンマーを持っている。鎧を外し、リミッターを解除した状態。全ての能力が暴走した状態なので、自身にとっても負担が大きい。このフォームを解除するには一旦人型に変身しなければならない。この意味が自分で書いたのによくわからんが、金色からのフォームチェンジは常に人型になることだと思われる。

　今回は最終回で出てくる状態なので、金色だけのフォーム。鎧も外さず、自分に負担が大きい設定もなく。きちんとポーズ取ったの描けば良かったな。



　すべての地獄門を破壊された悪魔たちは新たな地獄門を構築すべく、RAPID LIONが率いるホワイトクーガー、ジェットタートル、アーマーブラックタイガーが世界に展開する。

　三体ともMADROCK部隊とXIGMADによって殲滅させられる。しかし、地獄門は次々と設置させられた後なので、三体を倒したとしても悪魔は続々とやってきてしまう。

　XIGMADは残されたRAPID LIONと対戦。激闘の末XIGMADは崖から転落して沈黙。RAPID LIONは胸のコアを損傷し、フォームチェンジ能力を失っている。金色のフォーム、GOLD OF DESTROY（GOD）のままで長時間地上にいると体の崩壊が始まることから地獄での修復のために地獄門を目指す。途中、MADROCK部隊が立ちはだかるが新たに地獄門からやってきたネズミバッファローによって排除される。



　幹部クラスとして登場するわりには強いのか弱いのかわかりづらい感じになっていたな。新たに怪人が四体も登場してしまっている。ついでなので改めて描きなおした。できるだけカロリー少なく進行したいのに仕方ないか。

　形は確定したので映像にはならないけど、きちんとした絵として完成させようと思ってます。






既刊本紹介


【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記

毎年のことながら夏の暑さに負けています。早く秋になってほしいです。


北極大陸　第75号

2021年8月1日発行

編集、レイアウト、各トビラのイラスト、コラージュ、レイアウト／murbo

発行／電子パブ

各作品の権利は各々の著作者に帰属します。
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